






































































































































































































































































































































































































１ Wibo Bakker, ‘Icograda and the development of pictogram standards: 1963－1986’, Iridescent: 
Icograda Journal of Design Research, 2 (2), 2013.　ただし，この論文では紙幅の都合からアイソタイ
プの影響をめぐる考察が割愛されている。筆者との私信を介して初期草稿において提示された仮説で




４ 論理学者大江精三は，“International Picture Language: Isotype” の抄訳「国際図解言語イソタイプと






































21 『デザインの現場』no. 100，vol. 15，1998年，p. 39．




演「国際サイン言語に向けて（Towards an international sign language）」を行っている。










29 勝見勝「国際行事と絵ことば ― その後の実験にもとづく見通し」『勝見勝著作集３』p. 147，（初
出：朝日ジャーナル，vol. 10，no. 17，1968年４月28日）．
30 モドレイの活動については次の拙稿を参照：Hisayasu Ihara, ‘Rudolf Modley’s contribution to the 
standardization of graphic symbols’, Proceedings of IASDR 2011, the 4th world conference on de-
sign research, 31 October－4 November 2011, Delft, The Netherlands.
31 Rudolf Modley ‘Glyphs Meetings May 1970’, 20 May 1970 (Box K63, Folder 4, Margaret Mead 
Papers, The Library of Congress, United States).
32 アイソタイプ研究所を長年主宰していたマリー・ノイラートは，1971年に研究所資料をレディング大
学に寄贈し，翌年引退する。この資料を元に1975年にレディング大学でアイソタイプに関する展覧会
が開催され，欧米ではこの展覧会を契機としてアイソタイプ再評価の動きが始まっている。
